



































































































































意 (F (1,75) = 6.53, p<.05)にみられた。交互作用が有意にみられたので，各要因における単純主効
果を検討したところ，実験群における参加者内要因の単純主効果 (F(1,75) = 72.413, p<.001)が認
められ，統制群における参加者内要因の単純主効果 (F(1,75) = 23.976, p<.001)が認められた。ま
た，事前テストにおける参加者間要因の単純主効果 (F(1,150) = 0.1,ns)は認められず，事後テスト









M SD M SD
実験群 3.71 2.40 7.05 1.37
統制群 3.56 2.40 5.48 2.21
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